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Ⅰ 選 挙 につ い て 

第 2 回の選挙は ，ゴ liNvi 大学の方々に 選挙管理委員会を 構成していただき ，次のような 要 

頓 にしたがって 施行されます。 できるだけ多くの 方々の 御 投票をか願い 申し上げます。 昨 

年暮に 実施の予定でしたが ，郵便事情を 考 れ 少しかくらせたところ ，庶務幹事の 手らがい 

が 重なり大変おそくなりました。 お わび申し上げます。 

第 2 回会長および 運営委員選挙について 

総会での諒承にもとづき ，選挙管理委員会で 別記のような 第 ] 回の会長および 運営委員 

選挙についての 施行細則を定めました。 下記の点に抑留意の 上，郵送による 投票をか願い 

致します 0 

ィ ． 選挙に必要なものとして ，下記のものが 同封してあ るので確認して 下さい。 

( イ恰 具名簿 仲液票 用紙一会長第 1 次用，第 2 次用および運営委員用計る 枚 

レう 投票用紙封入用封筒 2 種類 3 枚 目 榔 逮捕封筒 2 枚，大会参加者には 付 ) は 渡しずみ。 

2, 選挙人および 被選挙人は名簿かよび 本号のサーキュー う に掲載されている 全通常会員 

です。 

5. 会長については ，第 1 次選挙で決まらない 場合，上位得票者る 名を第 2 次選挙の被選 

挙人としま サ 。 したがって 第 「決選挙の結果にもとづき ，あ らためて郵送による 第 2 次 

選挙を " ガキ でお願いします。 

4.  2 種の投票用紙は ，それぞれ会長用，運営委員用の 封筒に入れ厳封の 上，郵送用封筒 

に入れ (T 5 円切手貼付 ) 選管 宛 郵送して下さい。 

5. 投票 ダ 切は， 2 月 1 5 日牛後 4 時としそれまでに 到着したもののみを 受付けます。 ダ   

初日時までに 必着する よう 郵送して下さい。 

る ． 大会準備委員会から 問合わせの事項を 記載した用紙は ，投票用紙を 入れる封筒に 入れ 

ず ，直接郵送用封筒に 入れて下さい。 

2  開票は 2 月 1 5 日午後 4 時から九州大学理学部生物学教室内で 行ない・会員に 公開し 

ます。 変更の時は，同教室内に 掲示し甘 す 。 

  



  
  

  

1 9 アⅠ 年 ] 月 2 0 日 

日本発生生物学会第 2 回会長，運営委員選挙管理委員会 

川上 泉 ( 委員長 )  . 山元 寅男・ 林 宏文 ，山名 清隆 

相田 薫 ( 以上 委員 ) 

会長選挙施行細則 ( 暫定 ) 

第 ] 棄 木細則は会則に 定められた会長の 選出に関する 手続であ る。 

第 2 条選挙の施行に 関する一切の 管理は選挙管理委員 ( 委員は委員会を 構成し， 1 名を 

委員長とする ) の責任の下で 行な う 。 

第 5 条選挙は通常会員の 単記無記名投票によって 行な う 。 

1. 投票用紙は選拳管理委員会所定のものに 限り，所定の 期日までに到着するよ う郵 

遷 されたければたらない。 

2, 投票用紙には 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし，同姓同名の 被選挙人が 2 

名もしくはそれ 以上あ る場合は，住所，所属機関名などを 付記すること。 

第 4 条 第二条に従って 記載された投票を 有効とする。 ただし， 21 人もしくはそれ 以上記 

括 されたり，なに 人を指すか判別不可能な 記名があ った場合は無効とする。 その 

他の有効・無効についての 決定は選挙管理委員の 協議によって 行な う 。 

第 5 条 第 「決選挙にかいて 有効投票の過半数を 得だものを当選者とする。 過半数を得た 

  

ものがたいばあ いけ得票数の 多いものる名を 第 2 次選挙の候補者とする。 たたし， 

上位 5 番目までに同数得票者があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 

含めた数が 4 あ るいは，それを 越える場合には ，これら同数得票者を 第 2 次選挙 

の 被選挙人とし ，第 5 条に従って単記無記名投票とする。 

第 6 条 第 2 次選拳において 最多票を得た 本のを当選とする。 ただし最多得票者が 2 名も 

しくはそれ以上あ る場合は選挙管理委員の 抽選によって 当選者を決定する。 

第 7 条選挙の結果はただちに 会長に報告され ，当選者への 通知は選挙管理委員長名で 行 

なわれる。 



    

  

  

      
  

運営委員選挙施行細則 ( 暫定 ) 

  第 ] 架 木細則は，会則に 定められた運営委員の 選出に関する 手続であ る。 

第 2 条 ( 会長の場合と 同じ一省略 ) 

第 3 条 選挙は通常会員 01 4 名連記無記名投票によって 行 たわれる。 

1. 投票用紙は選挙管理委員会が 定めた本のに 限り所定の期日までに 到着する よう 郵 

送されなければ 安らたい。 

2. 投票は 1 4 名連記とし， 被 投票者の姓名を 明記すること。 ただし，同姓同名の 被 

選挙人が 2 人もしくはそれ 以上あ る場合は，住所・ 所属機関東どを 付記すること。 

第 4 条 第 5 条に従って記載された 投票を有効とする。 ただし記名された 数が 1 4 名に過 

不足のあ る場合は無効とし ，連記された 1 4 名 中 ，なに人を指すか 判別不可能な 
  

記名があ った場合は，その 記名だけを無効とし ，他は有効とする。 その他の有効   

無効についての 決定は選挙管理委員の 協議によって 行なう。 

第 5 条 当選者は得票数の 多 休もの「 4 名とする。 ただし，得票数で 上位「 4 番目までに 

同数得票者があ り，その総数あ るいはそれより 上位の得票者を 含めた数が「 5 あ 

るいはそれを 超える場合 れ 下位の同数得票者について 選挙管理委員の 抽選により 

当選者を決定する。 

第 6 条 会長が運営委員 2 0 選ばれた場合 は 次点者をくりあ げる。 
  

第 7 条 ( 会長の場合と 同じ一省略 ) 

Ⅱ 運営委員会報告 

昨年 1 「 月 20 日 (1 1 時～「 8 時 ) 京都府立文化芸術会館で 第 4 回運営委員会が 開催 

された。 主な内容は次の 通りであ る。 

「 ) 日本で発生生物学に 関する国際会議開催の 要請について     
この件についてはここ 数年間非公式に 諸外国から個人的に 希望が ょ せられていたが ， 

「 96 9 年 5 月「 6 日付の書簡で ， 1.S.D.B  ( 国際発生生物学協会 ) の会長 A.Monroy 

教授から団会長あ てに公式の希望が 表明されてきていた。 その後日会長から 運営委員に手 

一る一 



  

紙で ・また運営委員会に 話題の形で，提出されてきたが ， 団 会長が昨年秋 IUBS( 国際 生 

幼学連合 ) 理事会に出席された 時に，再度この 件について強く 希望され，諸状勢からみて 

真険 に検討する必要が 出てきた。 この国際会議は ， ISDB スボン サ シップで行なわれて 

きた過去 2 回の例 ( 第 ] 回は 1 96 ワ年 フィンランドで MofphogenetIc  も lssue 

interactions とい ウ 題で，また第 2 回は 4 9 70 年イスラ ヱの で， Enviro- 

mental fact0rs  in  ceIl differentiati0n  というテーマで 行なわれ 

た ) になろ う ものと考えて 差 つかえないようだが ，比較的小規模の 形で行なりことがのぞ 

ましいようであ る。 勿論，もし日本で 開催することになれば ，独自の判断で 主題や形態を 

決めることになるが ，委員会では 規模，主題，経済的問題，主催の 世話人の問題など ，あ 

らかじめ問題となる 諸点について 自由に討議が 行なわれた。 その結果，前向きに 対応する 

ことになり，主題等については 団会長と 福 山委員の間でより 詳細な打合せをお 願いするこ 

とになった。 新会長新運営委員会の 下で，あ らためて討議されることになった。 

2) 和文誌の扱いについて 

編集委員会 ( 岡田主幹 ) から，現在の 発生生物学誌を 従来の形式でつづけるかという ，一 

つの岐路にあ るのてはないかという 意見が出された。 その理由は， ィ ) 発生生物学関係の 

知識，情報は 学会と関係のぬ 八人にも；吃り 強い要望があ り，現在の形のま ム では，それに 対し適切な 

  機能が比 セ拉 知りて 肪 ル功 、 と思揺略 。 口 ) 発生生物学誌は 実験形態学年報以来の 伝統があ る 
が，その中にあ ったレビュー か よび啓蒙的なものは ，別の形で配布経路にのせた 方がよいので 

はないか 0 岩波で学会編として 出した単行本のよ ウ なものが 希 甘しいのではないか。 この 

問題については ，会費・会則との 関わりもあ り，より討議を 重ねてあ らためで和文話委員 

会から提案されるものをサーキュラ 一で報告する 予定であ る。 

S) そ の 他 

欧文話について 出来るだけ早く クガ タリ一になるよ う にしたいが， 1 号を年始めに 合わ 

せるため，会計年度との 関係をど う 調整するか等討議された。 

また，関連学会と 本学会の共通問題についても 話題が出された。 
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Ⅱ D GD についての報告 

DGD 編集主幹 福 山，正 雄 

DGDl 2 巻 3 号をただ今編集中であ ります。 DGD を季刊誌にして 年 4 回発行すると 

いウ 当初の計画は ，各編集委員の 御協力と会員各位の 御協力によって ，ほぼ順調に 在りま 

した。 発行期日の点でまだかくれがちであ りますが，今後努力いたします。 昨年お引き受 

けしてから今日までに 寄稿原稿はる 2 篇を数え，現在レフ ヱリ 一回覧 中 または軒合わせ 中 

のものや OK ずみのものは 1 5 篇あ ります。 

原稿が多く寄せられて 誠に 辛 てあ りますが，多いだけに 手続きがおくれがちにたること 

もあ り，この点寄稿者におわびいたします。 内容や文章の 完全な論文はレフ ヱり 一にまわ 

しても数日で OK とたってもどりますので ，こ う い う のは投稿の順に 拘らず早く出版にな 

りまサ 。 優秀な原稿を 今後ともか送り 下さるよ う お願い申上げます。 (1970 年 12 月 記 ) 

Ⅳ サーキュラー 原稿募集についてのお 願い 

庶務幹事が少々なまけてかり ，サーキュラ ー がやや か くれがちですが ，この際サーキュ 

ラ 一に会員の交流の 場としての役割をもたせるととにより ，より定期化し ，発生生物学と 

い 9 , 微生物から高等哺乳類までを 対象にした学問について・いろいろのお 話を ， 人の両 

から，理屈や 胡象の面から ， 手 つづきの面から 等々出していただけな 目でしょうか。 近来， 

なんでもかでもと 情報量が多くなって ，大切なものを 知ってて知らずにいたり ，全く知ら 

ずにいたり，ということも 少なくたいと   摂 休ます 0 学生の方にもよんでいただけるような 

内容が有難いと   思います。 このような誌上の 交流は，体裁をあ らかじめ決めたりするもの 

ではないでしょうが ，一応次のようた 項目が考えられます。   

研究室紹介，プロフィール・ 国際会議や関連学会の 紹介・和洋関連書の 紹介・カーレン 

ト・トピックス・ 大会に対する 意見・学会に 対 サる 意見・その他資料的なもの。 

次回は 5 月に出しますので 2 打中に原稿をおとど け 下さい。 

原稿は 4 0 0 字 詰 横書き用紙を 用い， 4 Q D 字から 8 0 0 字以内でかまとめ 下さい。 

採否たどとかたぐるしいものの 筈ではあ りませんが，サーキュラ 一印刷能力 ( 経済的理由 ) 

一 5 



    

  

に 限りがあ り，あ まり多いと，時期を 失することがあ るかも知れませんし ，同一主題のも 

のが複数あ る場合なども 考えられますので ，ときによっては ，投稿者と相談させていただ 

き ，字数を少をくしたり ，幹事側で，まとめさせていただくこともおこるかも 知れません。 

編集上のこと 仕 主として庶務幹事が 行をいますが ，上の ょ 9 粒問題があ りまサ時は，幹事 

長，会計幹事姉者打合せを い たしたく存じております。 

サーキュラ・ - への寄稿の件は 運営委貫合 で 諒承を愛げましたが ，募集前に，この 号 

に， 一 ・ ニ のものを直接おねが 休し ( 天沼鹿・田中氏 プ ，また事務局で 紹介したもの ( ブ 
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第二回大会は 大阪市立大学理学部生物学教室の 会員がお世話をさして 頂くことになり ， 

日本植物生理学会と 合同で ， 5 戸 2 ァ 目 ～ 50 日の d 日間神戸女子薬科大学で 開かれた。 

この間の事情については ，科学 7 月号に，増田芳雄氏によってのべられているので。 読ま 

れた方も多いと 俺、 ぅ 。 

利 、 も 進備 委員のひとりとして ，このたびの 大会についてのべ ， オた 皆様方の杏回の 大会 

についての 御 批評を頂きたいと 俺、 ゥ 次第であ る。 

合同大会を開く 意義については ，シンポジウムに 重点をかき，「生命現象の 再構成とイ 

ンテバレーションⅠ とい 9 テーマをとりあ げた。 このような大きな 構想をもった 内容の具 

体化には多くの 困難が伴い。 折からの大学紛争で 十分東進 傭 がととのわたい ま まに大会が 

開かれた。 したがって結果としては ，期待にそったものとは 偲、 えないが，その 意図だけは 

くんで頂きたい。 

第 2 回大会の時でさえ ，大学紛争の 影響が考えられていたので ，今回は講演申し 込み数 

の大山 % 減少が考慮されたが ] 月末のプロバラム 編集時には発生生物学会の 一般講演は 

6 2 となり，合計では 一般講演 1 2 7 の多数になった。 さらにその前記の 合同シンボジ ウ 

一る一 

  



  

  

        
  

ム のほか，ふたつのシンポジウムが 開かれることになった。 このため会期は 4 日間になっ 

たが，これは 学会として，少し 長すぎる ょゥ であ り，後半は必ずしも 盛会とはいえない 状 

況 になった。 また合同大会であ るため，運営委員会等の 会議は夜間に 開かれるなど ，とく 

に 役員の方々にはど 迷惑をかかけすることになった。 この点ここにおわび 申し上げる。 

二つ以上の学会が 合同で学会やシンボジ ゥム をひらくのは ，もちろん有意義 た 点がすく 

なくな№。 しかし，それそれの 学会の運営方針や 性格がことなるので 一具体的には 講演 

要旨のとりあ つかいとか，千賀の 執行面など 一 準備段階で十分考 盧 しておかなければな 

らない。 合同の準備委員会としては ，屡々意見の 一致にお互の 譲歩と協力が 必要とされた。 

もともと発生生物学会は ，発生生物学関係者が 所属学会を超えて 単一の研究交流の 場を 

  もつことを趣旨としているので ，この点からみれぱあ えて合同の学会をひらく 必要はない 

という考え方も 当然であ るが，画学会に 所属している 会員からみれば ，合同大会をひらく 

ことに少しの 抵抗も感じないし ，その有意義立面が 強調されてることも 被た 当然であ ろう。 

私は発生生物学会だけの 会員であ り，個人的には ，単独学会をひらく 方が ， いろいろの点 

で容易てあ ったと   思 5 。 しかし教室の 両学会会員が 集まって，協議を 重ねた結果合同大会 

の 意義を認めて 開催に決定した 次第であ った。 この点お世話さして 頂いた私たちの 意のあ 

るところを理解して 頂ければ辛であ る。 ( 第 5 回大会委員 天沼 暗 記 ) 

                    組織誘導と発癌 

  

  

  

間葉繊細胞が 正常上皮細胞の 増殖，分化に 重要な役割を 果すということは ， BilIig 一 

ham  一派によって 強調されてきたが ，さらに Grobstein) による上皮一間葉系の 確 

立により，紬織誘導の 問題は単に分化の 面のみならず ，発癌のしくみを 明らかにする 上に 

も 重要な課題であ ることが次第に 認識されるよ う になった。 

Globerson  と Auerbach は，マウス胎児の 肺，あ るいは胸腺は ，発癌 剤 ウレタ 

ン処理によって 分化か抑制されるか ，間葉 繊 あ るいは骨髄細胞の 添加に よ りその影響が 回 

復することを 明らかにした。 又 ， Taderera は，マウネ胎児肺組織はニワトリ 胎児間 

葉 織の存在により 分化を示すが ，この系に RSV を感染させると ， RSV はニワトリ間葉 

織 のみに増殖し ，マウス肺の 分 ィヒ 異常が起ることを 報告している。 一方， Dawe はポ リ 

オーマウイルスを 用い，マウス 胎児の唾液腺上皮癌の 発生は，間葉織の 存在にかいてのみ 

可能であ ることを明らかにした。 この ょう な事実は，発癌過程における 間葉織の重要性を 

一 7 一 



  

  

暗示すると共に ，発癌剤の作用は ，直接標的細胞に 作用し癌化を 誘発するとい 9 考え方の 

他に，その作用が 誘導系細胞に 及んで，結果として 起る標的細胞の 異分化が癌化の 原因に 

なるのではということが 臆測される。 ( 愛知県がんセンター 研究所 田中達也 記 ) 

プロフィール 

東京大学海洋研究所の 金谷晴夫氏は ， 許 年 4 月，法王庁科学アカデ 、 一から，氏の ヒト 

デの 生殖現象を支配する 物質についての 一 漣の研究に対して ， ピオ 1 1 世記念ゴールド ， 

メダルを受賞されました。 このアカデミーは 7 9 るる 年ピオ 1 1 世によって創設されたも 

ので，メダル 受賞は 7 9 る ] 年から毎年 1 人行なわれ，金谷底 が 1 0 人目です。 比較的 若   

い 科学者で国際的評価のあ る人が受賞対象者として 選ばれることになっており ，もちろん 

我国からは始めてです。 選定はアカデま 一評議会で行なわれるそうですが ，会員には， ホ 

ジ キン，セント ，ジョル ジィ ， ヘス ，ヘルスタデュー スたど 生物学関係でなじみ 深い名も 

、 みえ，日本では 湯川秀樹・水島三一郎 両 博士がなっておられます。 金谷博モ に 心からか祝 

いを申し上げたいと   思います。 

た か ，受賞内容 かょび 業績 二覧は， " ビ attribu Ⅱ on  de  la  medajlle 

d,o 「 PlE  笘 197n" として法王庁から 出版されております。 ( 庶務幹事記 ) 
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Ⅵ
 

更
 
変
 
・
住
所
 

属
 
所
 

動
 

変
 

員
 

会
 

  

安倍 紀一郎 長崎大・ 医 ・第一生理 

入 江 勇 治 愛知学院大， 歯 ・薬理 

江 上 信 雄 東大・ 理 ・ 動 

太田吉彦 静岡大， 理 ・ 生 
河 本 典 子 岐阜 大 ， 医 ・第一生理 

東野洋子 労働省労働衛生研究所・ 神奈川県川崎市末 月   住吉町 20 5] 
近藤 昭夫 東邦大・ 理 ・ 生 羽 志野市泉町 2 一 ] 一 3 7 
  

沢 野 啓 一 東京都立大森高校定時制 生物学教室・ 東京都大田区西蒲田 2 一 2 目 

杉浦 靖 夫 東京都目黒区青葉台さ 日 8 円 0  上目黒住宅 ヮ 03 ( 〒 153) 

高 橋 敬 京人・ 理 ・生物物理 

恒 松 康 彦 京人・ 理 ・生物物理 

豊 島 久美子 塩野藪研究所 72 6 号大阪市福島区 鷺洲 2 丁目 4 7 

西 田 隆 雄 東大・ 農 ・家畜解剖 

野口政 止 ⑥東京都世田谷区南烏山町 6 丁目 ] 0 番 4 一 308 

花 岡謹一郎 群馬県勢多郡富士見村 横室 888 一 6 

福 本 理 名古屋市立大・ 教養・ 生 

星 野 喜一郎 青森県 浪打 2 一 1 5 一 8 

牧 野 彰 吾 埼玉県立川越農業高校埼玉県川越市小仙波 町 5 一 1 4 一 5 

渡 辺 彊 東北大・ 理 ・ 生 

  粟 田 英紀 関西医大・微生物学教室 

改 姓 

高 崎 裕 子 ( 旧姓 早川 ) 

新入会 

芦 田 譲 治 京都市左京区下鴨北国阿 1 0 6 

石 原 勝 致 埼玉大・理工・ 生仏 

  










